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U-CoRo  STEP Ⅱ 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

★は当時の常設映画館（『映画年鑑』1934年 ほかより）
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昭和８（1933）年頃
の常設映画館★
昭和８（1933）年頃
の常設映画館★

図中のポイントはおおよその立地です。
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無声映画「丹下左膳」を上演中の映画館。
舞台脇に弁士、前のボックスには音楽隊。
2階席にも人影。（イラストは坂本健一さん）

　近代の大阪には、続 と々工場が立地して、全国各地から職工さんをはじめたくさんの人々
が集まってきました。上町台地では、大阪城周辺一帯に大阪砲兵工廠と呼ばれる軍事工場
群が広がり、台地の東に広がる田園地帯も、耕地整理とともに工場と住宅のまちへと変貌。
台地の北にも紡績工場等が集積。空前の市街地開発と賑わいの前線に、映画館が開かれ
ていきました。暮らしのすぐそばに、欠かせない娯楽の場・映画館が寄り添っていたのです。

大正～昭和初期 
■空前の市街地開発と賑わいの中に誕生した映画館

（上）無声映画時代の城東館外観。右手の看板には「一週間
各土曜日毎ニ取替」の文字。正面には額入りの絵看板が並ぶ。
〔同館は昭和10年頃に建て替えられ、戦後も営業〕  （右上）木製
長椅子が並ぶ劇場内部。スクリーンの前には舞台と楽団のボッ
クス。（右下）城東館にいた専属の音楽隊。（水野千鶴子氏提供）

（上）昭和6（1931）年に昭和館の前で撮ら
れた葬列の写真。手前の土の道は新平野
川の土手。建物の2階側面には「昭和館」、
ひさしの横には「昭和キネマ」の文字。〔同館
は昭和40年代半ばまで同じ建物で営業し
た〕（井上平八郎氏提供）

玉造の日之出通商店街は、常に大勢の人
で賑わっていた。（玉造稲荷神社提供）

帝国キネマ直営館だった玉
造座が出していた玉造週報
（大正14〈1925〉年）。当時は、
映画とともに役者の実演も
あった。（玉造稲荷神社提供）

日之出館の招待券にはADMISSION 
TICKET（入場券）、割引券には「大東
亜・大マキノ映画封切場」の表示。玉
造座割引券の演目には「大実演連
鎖劇」の文字も。（玉造稲荷神社提供）

フイルム運びも楽じゃない
（戦前～戦中）
　映画のフイルムは、何館か
で回していることも多かった。観
ていて、あれ、このストーリーお
かしいなと思ったら、間のフイル
ムが抜けているなんてこともあ
った。今では想像もつかない
話。フイルムが擦れて傷がいっ
ぱいついていて、「雨が降って
いる」というものもよくあった。

映画館の近くには
お風呂屋さん
（昭和初期）
　昔の映画館の
ことを思い出す
と、カフェやビリ
ヤード、射的屋などが近くにありま
したが、お風呂屋さんも必ずと言っ
ていいほどありました。風呂に入っ
て映画を観るのが、庶民にとって
の大きな楽しみだったのでしょうね。

　大正14（1925）年4月、大阪市は第2次市域
拡張を実施し、西成・東成郡の編入によって日
本一の大都市になった。この頃、大阪では帝国
キネマが創設されるなど、映画
制作の面でも一大拠点となって
いく。この時期、作家の直木三十
五も連合映画芸術家協会を設
立し、映画制作に携わっている。
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　昭和8（1933）年5月、御堂筋の建設
とともに梅田-心斎橋間に地下鉄が開
通。当時の映画は無声映画で、弁士
が語る上映形態がまだ根強かったが、
昭和6年には日本映画初の本格的トー
キー作品が登場。その後、次第に映画
の主流はトーキーに移行していった。
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映画館が並んだ玉造界隈（戦前～戦中）

水野千鶴子さん（昭和８生まれ、天王寺区在住）

子ども時分は、玉造は心斎橋と並ぶくらい賑やかで、
親と一緒でも、手を離したら迷子になると言われまし
た。父が城東館を経営していましたが、昭和10年頃に
建て直して城東劇場（通称「城劇」）に。当時「松竹映
画のドル箱」と言われたほど観客が入ったそうです。

映画は庶民の娯楽の王様（戦前～戦中）

岡田安弘さん（昭和13年生まれ、天王寺区在住）

戦前～戦中には、近鉄線で鶴橋に来
て、そこから歩いて砲兵工廠に通勤する
人が多かった。玉造まで商店街が続い
ていて、映画館がいくつもあった。その
時分、映画は庶民の娯楽の王様。玉造
座の手前に大丸ストア、朝日座の隣には
高島屋もあり、買い物にも便利でした。

映画黎明期

坂本健一さんのイラストと映画館の思い出大正12年生まれ、北区在住の青空書房店主

直木三十五
（直木三十五記念館提供）

大正時代に建てられた
洋館風外観の

城東館

大正時代に建てられた
洋館風外観の

城東館

昭和初期の

日之出通商店街
昭和初期の

日之出通商店街

専属の音楽隊専属の音楽隊

弁士席と楽団ボックスもある

城東館の内部
弁士席と楽団ボックスもある

城東館の内部

昭和初期に開館した

昭和館
昭和初期に開館した

昭和館

昭和10（1935）年に
改築開館した

日の丸館

昭和10（1935）年に
改築開館した

日の丸館

※（　）内は定員、主な上映映画、住所

しゃれた招待券や週報も発行

日之出館と玉造座
しゃれた招待券や週報も発行

日之出館と玉造座

（上）既存の東朝日
座を改築して開館し
た日の丸館。 （右）同
館のものかと思われ
る見取り図には、舞
台前に「奏楽室」(楽
団ボックス)、2階へ
の階段下に「下足預
かり処」の記載。〔同
館は戦後も営業し、
昭和30年代後半に閉館〕（井上平八郎氏提供）
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★城東館
   （ — 、松竹、黒門町）

★玉造座
   （ — 、新興キネマ、南玉造町）

★朝日座
   （ — 、日活、黒門町）

★ヤマト館
   （ — 、洋画、唐居町）

★日の出館
   （ — 、各社、木野町）

★城東館
   （ — 、松竹、黒門町）

★玉造座
   （ — 、新興キネマ、南玉造町）

★朝日座
   （ — 、日活、黒門町）

★ヤマト館
   （ — 、洋画、唐居町）

★日の出館
   （ — 、各社、木野町）

玉造界隈では玉造界隈では

★旭座
   （定員700、日活･洋画、黒崎町）

★大阪座
   （ — 、洋画、黒崎町）

★旭座
   （定員700、日活･洋画、黒崎町）

★大阪座
   （ — 、洋画、黒崎町）

天五中崎通商店街では天五中崎通商店街では

★鶴橋館
   （定員500、松竹･洋画、鶴橋北之町）

★鶴橋大劇場
　（ — 、各社、鶴橋南之町）

★御幸館
   （定員350、新興キネマ、猪飼野東3）

★昭和キネマ（昭和館）
   （定員291、日活･洋画、猪飼野中2）

★鶴橋館
   （定員500、松竹･洋画、鶴橋北之町）

★鶴橋大劇場
　（ — 、各社、鶴橋南之町）

★御幸館
   （定員350、新興キネマ、猪飼野東3）

★昭和キネマ（昭和館）
   （定員291、日活･洋画、猪飼野中2）

鶴橋界隈では鶴橋界隈では

２階席は少し高くて、前は枡席（戦前～戦中）

水野千鶴子さん（昭和８生まれ、天王寺区在住）

城東劇場は、１階は全部椅子席やったけ
れど、２階の前は枡席。２階の方が料金
が高かった。私も子どもの頃に手伝わさ
れて、２階に上がるところで番をして、「お    
なおりさ～ん」と言って案内したものです。

映画館独特のあの臭い（戦前～戦中）

宮代 純さん（昭和７年生まれ、生野区在住）

鶴橋大劇場にはお芝居を、映画は鶴橋本
通りの鶴橋館に母に連れられて行ったこと
がある。エノケンの映画とか嵐寛寿郎のチャ
ンバラ物、軍隊の映画とかを観ました。覚え
ているのは映画館独特の臭い。当時、西洋
映画もやるし、ニュース映画もやっていました。

戦前・戦中は館内に臨官席も（戦前～戦中）

井上平八郎さん（昭和17年生まれ、生野区在住）

父と叔父が生野で昭和館、電気館、パーク
館、日の丸館の４館をやっていました。昭和
館の最初の名前は昭和キネマで、昭和の
初めに開館。父によると、最初は活弁でやっ
ていたそうで、弁士がいて、楽団もいた。戦
　前・戦中には、警官の臨官席もあったそう。
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思い出の映画館と
身近なまちの戦前・戦後
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昭和30（1955）年頃
の常設映画館★
昭和30（1955）年頃
の常設映画館★

★は当時の常設映画館（『大阪府年鑑』1956年 ほかより）
図中のポイントはおおよその立地です。

　戦時中の大空襲で、大阪市内
の映画館もその大部分が灰燼
に帰した。しかし、戦後は各所
で映画館が再建・新設され、映
画産業も再興していく。観客動
員数も増え、昭和20年代中頃か
らは映画のカラー化も進んだ。

当
時
の
大
阪
と
ミ
ニ
映
画
史

戦後、配給会社を松竹から大映に変更した後の写真。舞台
両側に「DAIEI JYOGEKI」の文字。スクリーン前には当時の
人気スター片岡千恵蔵主演の「三十三の足跡」（昭和23
〈1948〉年公開）の予告。（水野千鶴子氏提供）

大映封切館として近隣の人に親しまれた電気館の開館当時の写真。正面右上の次週予告には、
長谷川一夫が主演した「城ヶ島の雨」の看板。（井上平八郎氏提供）

電気館入口に絵看板が並ぶ。上映中の作品は、田宮二郎主演の
「監獄への招待」とイタリア西部劇（ともに昭和42〈1967〉年公開）。
入口上の次週予告は、名コンビ藤田まこと・白木みのるの「てなもんや幽霊
道中」ほか。〔この後、同館は昭和40年代末まで営業〕（井上平八郎氏提供）

昭和30年代後半に再度、配給会社が
変わり、城東劇場は城南東映に名称を
変更｡写真は開館時のもの。昭和40年
代には高倉健の人気シリーズなどを上演
した。〔この後、同館は昭和48（1973）
年3月まで営業〕（水野千鶴子氏提供）

寺田町
界隈

映画館で鬼ごっこ！（戦後～昭和30年代）

吉村健一さん（昭和22年生まれ、生野区在住）

鶴橋の昭和館に子どもたちで潜り込んで鬼ご
っこ。まわりの黒い幕をくるくると巻いて身体を
隠したり、1階～2階と走り回って、怒られたこと
もあった。1階に売店があって、1枚5円の大き
なおかきや、酢こぶ、ラムネを売っていました。

仕事抜け、夫は映画館へ（昭和30年代）

黒川好子さん（昭和７年生まれ、中央区在住）

昭和33年に安堂寺町の印刷屋さんに嫁ぎまし
た。結婚当初から、主人がふといなくなったと思
うと、近所にあった中央シネマに行っていました。
毎度のことなので、「ちょっと用事が」と言って、
裏口からのぞかせてもらい、連れ戻していました。

怪獣ガメラとアイスクリーム（昭和40年代）

冨士原純一さん（昭和32年生まれ、近年まで天王寺区在住）

上六の大映で、ガメラとかの怪獣映画を観た。子ど
も向け映画の２本立て。昭和40年代の頃です。覚え
ているのは、映画館にしかないアイスクリームがあった
こと。ビスケットにアイスクリームを挟んだものでした。

玉造
界隈

邦画も洋画も玉造で（昭和30年代）

鈴木一男さん（昭和22年生まれ、中央区在住）

昭和30年代前半、私が中学校に行く頃
には、玉造にも冷房が入る映画館があ
り、心斎橋まで行かなくても、邦画はもち
ろん、洋画も観ることができました。砲兵
工廠はもうなくなっていましたが、日之出
通商店街はまだ賑やかでした。

自転車に乗って映画館に（昭和30年代）

井上平八郎さん（昭和17年生まれ、生野区在住）

昭和30年あたりの映画最盛期の頃、父が経営
する寺田町駅近くの電気館は、いつもお客さん
の自転車で溢れていました。特に正月やお盆に
は、建物の前だけではとめられないので、横の
方まで一帯が自転車で埋め尽くされていました。

戦争の時代から一変（戦後～昭和30年代）

吉岡 武 さん（昭和12年生まれ、天王寺区在住）

戦後に、映画と音楽が、いっぺんに外国から入って
きた。私は小学校高学年の感性豊かな年代。外
国の映画音楽はもちろん、クラシック、シャンソン、タ
ンゴ、ウエスタン、ジャズ、そういうものを全部吸収
できた。戦争で暗かったのにいっぺんに変化した。

怪獣映画７本立ても（昭和40年代）

金 恵美さん（昭和37年生まれ、生野区在住）

昭和40年代半ば頃、生野の電気館や
パーク館でよく映画を観ました。3～4本
立てがあり、時には怪獣映画の7本立て
もあって、１日では観きれない。「寅さん」
を観たのも電気館。よく割引券をもらっ
て、友だちと一緒に観に行っていました。

　身近な街角から、映画と映画館は、戦前・戦中・戦後の歴史を形づくってきたと
いっても過言ではないでしょう。戦中には戦意高揚にも利用された映画ですが、戦
後には一転、憧れの消費文化、世界の情勢や民主主義を感受する窓になっていきま
す。ご近所の映画館は、人情の機微や、異国の文化に触れ、洋の東西を越えて、社
会の光と影、驚きや感動に心を震わせる場となりました。映画館は、子どもから大人
への成長の階段ともなり、まちの戦後復興を支えていったのです。

戦  後 
■幼い頃から青年期まで傍らにあった映画館街

映画最盛期

松屋町
界隈

昭和23（1948）年頃の

城東劇場の内部
昭和23（1948）年頃の

城東劇場の内部

城東劇場は

城南東映に
城東劇場は

城南東映に

昭和42（1967）年頃の

電気館入口
昭和42（1967）年頃の

電気館入口

昭和25（1950）年、寺田町駅近くに開館した

電気館
昭和25（1950）年、寺田町駅近くに開館した

電気館

　終戦直後110万人と､最盛期の約3分の1に
なっていた大阪市の人口も、戦後復興に伴い
急速に増加し、昭和35（1960）年には300万
人に達した。この間、昭和33（1958）年には、全
国で映画人口が11億人を越え、過去最高を記
録。シネマスコープやシネラマ作品など、映画の
ワイド化も進んだ。一方で、昭和29（1954）年に
NHK大阪放送局がテレビ放送を開始。娯楽
の中でテレビの比重が次第に増していった。

当
時
の
大
阪
と
ミ
ニ
映
画
史

憧れのアメリカンスタイル（昭和30年代）

吉見孝信さん（昭和21年生まれ、中央区在住）

京阪天満橋駅の東口近くに日活があり、確かそこで裕次郎
の映画を観た。高校生の時は邦画より洋画。同級生が「ウ
エストサイド物語」にはまり、自分もナンバの南街で観た。ダ
ンスにファッション、車と、アメリカンスタイルがかっこ良かった。

店頭にいつも映画ポスター（昭和30年代）

玉澤静恵さん（昭和５年生まれ、中央区在住）

私が結婚した昭和28年には、今の地下鉄松
屋町駅近くに中央シネマがありました。婚家は
長堀通に面したところで商売をしていましたが、
店の前に映画ポスターを張っており、いただい
た券で時 観々に行ったのを覚えています。

天満橋
界隈

上六
界隈

※本紙の編集にあたり、コメントをいただいた方 と々ともに、足代健二郎さん、森 茂樹さん、
鈴木伸廣さん、永井佳子さん、河合清司さん､加藤政洋さん､六波羅雅一さんほかにご協力
いただきました。また、水野千鶴子さん、井上平八郎さん、玉造稲荷神社、直木三十五記念館、
坂本健一さんより、ご所蔵の貴重な資料・写真等のご提供および掲載をご快諾いただきました。
※参考文献：『浪華の古本屋 ぎっこんばったん』（さかもとけんいち、SIC、2010年）、
　『明治･大正 大阪映画文化の誕生』（笹川慶子、関西大学大阪都市遺産研究センター、
　2012年）、『玉造 日の出通り 三光館』（藤田富美恵、玉造稲荷神社、1995） ほか
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★城東劇場
   （定員695、大映、黒門町）

★玉造東宝映画劇場
   （定員600、東宝・東映、黒門町）

★城東劇場
   （定員695、大映、黒門町）

★玉造東宝映画劇場
   （定員600、東宝・東映、黒門町）

★第一電気館
   （定員300、洋画混、唐居町）

★玉造三光館
   （定員200、邦画混、玉造南通）

★第一電気館
   （定員300、洋画混、唐居町）

★玉造三光館
   （定員200、邦画混、玉造南通）

玉造界隈では玉造界隈では

★上六キャピトル劇場
   （定員550、新東宝・東映、東平野町3）

★近映地下劇場
   （定員700、大映・東宝、上本町6）

★上六キャピトル劇場
   （定員550、新東宝・東映、東平野町3）

★近映地下劇場
   （定員700、大映・東宝、上本町6）

★近映大劇場
   （定員1100、洋画、上本町6）

★三和劇場
   （定員474、大映・日活、上本町7）

★近映大劇場
   （定員1100、洋画、上本町6）

★三和劇場
   （定員474、大映・日活、上本町7）

上六界隈では上六界隈では

★松栄映画劇場
   （定員240、邦画混、大今里北之町2）

★今里東宝映画劇場
   （定員350、東宝・日活、大今里本町1）

★今里ロマン座
   （定員350、洋画混、大今里本町1）

★二葉館
   （定員181、大映・新東宝、大今里南之町1）

★今里松竹
   （定員505、松竹、大今里南之町1）

★今里劇場
   （定員350、洋画混、大今里南之町1）

★新橋映画劇場
   （定員480、東映、大今里南之町1）

★松栄映画劇場
   （定員240、邦画混、大今里北之町2）

★今里東宝映画劇場
   （定員350、東宝・日活、大今里本町1）

★今里ロマン座
   （定員350、洋画混、大今里本町1）

★二葉館
   （定員181、大映・新東宝、大今里南之町1）

★今里松竹
   （定員505、松竹、大今里南之町1）

★今里劇場
   （定員350、洋画混、大今里南之町1）

★新橋映画劇場
   （定員480、東映、大今里南之町1）

今里界隈では今里界隈では

★今里パレス座
   （定員700、洋画混、猪飼野東2）

★鶴橋映画劇場
   （定員267、松竹、鶴橋北之町2）

★昭和館
   （定員305、洋画混、猪飼野中2）

★幸楽館
   （定員250、東宝・大映・洋画混、猪飼野中5）

★日の丸映画劇場
   （定員450、松竹・洋画混、猪飼野中6）

★桃谷第一映画劇場
   （定員232、各社・洋画混、東桃谷3）

★今里パレス座
   （定員700、洋画混、猪飼野東2）

★鶴橋映画劇場
   （定員267、松竹、鶴橋北之町2）

★昭和館
   （定員305、洋画混、猪飼野中2）

★幸楽館
   （定員250、東宝・大映・洋画混、猪飼野中5）

★日の丸映画劇場
   （定員450、松竹・洋画混、猪飼野中6）

★桃谷第一映画劇場
   （定員232、各社・洋画混、東桃谷3）

鶴橋界隈では鶴橋界隈では

★電気館
   （定員700、新東宝･大映、南生野町1）

★生野名画座
   （定員400、洋画混、南生野町）

★生野映画劇場
   （定員600、東宝・東映・日活、林寺町1）

★パーク館
   （定員450、洋画混、南生野町）

★電気館
   （定員700、新東宝･大映、南生野町1）

★生野名画座
   （定員400、洋画混、南生野町）

★生野映画劇場
   （定員600、東宝・東映・日活、林寺町1）

★パーク館
   （定員450、洋画混、南生野町）

寺田町界隈では寺田町界隈では

★中央シネマ★中央シネマ
松屋町界隈では松屋町界隈では

★京阪松竹（のち日活）★京阪松竹（のち日活）
天満橋界隈では天満橋界隈では

鶴橋
界隈

※（　）内は定員、主な上映映画、住所

モナカアイスは映画館で（昭和50～60年代）

神藤雅晴さん（昭和21年生まれ、北区在住）

私の家では商売でアイスクリームを扱い、映画館にも入
れていました。キタとミナミで、東宝系の15館くらい。主に
はモナカのアイスで、銀のアルミ箔でパックしたもの。売
り子の女性たちも、こちらから入ってもらっていました。

今里には映画館が何館も！（戦後～昭和30年代）

吉村健一さん（昭和22年生まれ、生野区在住）

今里の商店街は、二葉館など映画館が何館
も並び、賑やかなところでした。このあたりは、
元々、芸能に関わる人も多く住んでいた場所。
大正から昭和初めには、今の東大阪市の小
坂や長瀬に帝国キネマの撮影所もありました。

今里
界隈
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